
 

 

 

 

 

   

 

 

                                    

 

 

 

厳しい寒さも和らぎ、 

ここ大湫にも春の気配が感じ 

られるようになりました。 

別れと新しい出会いの季節、 

新年度のスタートです。 
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瑞浪市青少年育成市民会議より、 

2 名の方に感謝状が贈呈されました。 

長年にわたり、子供達の体験活動に尽力した三浦順三氏、玉置憲政氏の両

氏。なかなかできないこのような体験を通して子供達は健やかに成長してい

くことでしょう。いつもありがとうごいます。 

 

三浦順三氏：釜戸小学校の図工において多年にわたり、ふるさと先生として

三年生にくぎ打ち、四年生にのこぎりの使い方を教え、子供達の

貴重な学ぶ機会となっています。 

玉置憲政氏：釜戸小学校の総合地域授業で「中山道の話・釜戸大湫の歴史」

の伝え聞かせ、またモンシロチョウが卵を産み付けた野菜を毎年

提供し、児童たちがその成長過程を観察し学んでいます。 

＊受賞写真 
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釜戸小学校 3,4年

生の図画工作の時

間に木工工作の応

援に行くことになっ

た。今年でたしか８

回目だと思う。最初

に子供たちにケガ

をしない道具の使

い方等を説明し、そ

の後子供たちに作

りたいものを聞いて

少しお手伝いをする。そんな小さなことで誰かが喜んでくれるなら、それは私自身の

喜びでもある。それと子供たちから若さと元気ももらえる気がして何となくうれしくな

る。今後も元気なうちは協力したいと思っています。            三浦 順三 

 

中山道ガイドとし

て市の観光振興に

努めてきたこと、観

光案内所「丸森」の

運営に携わり地元

の歴史を伝えてき

たこと、その経験を

生かして子どもたち

のふるさと学習に

貢献できて感謝し

ています。 

 今後も先輩の方々から学んだことを多くの人に伝えていけたらと思っています。 

玉置 憲政 
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1 月 17 日（土）日吉コミュニティーセンターで避難所設置のワー

クショップが行われました。南海トラフ地震の発生が予見され、ま

た昨今多発する異常気象に対する備えとして参加者は様々な事を発

見できたようでした。 

 

 

みずなみ防災会主催避難所設置のワークショップに参加して 

大竹悦子 

1 月 17 日（土）日吉コミュニティーセンターで表題の講習会がありました。 

 大湫からの参加は 4 人でした。私は何をするのかよくわからないまま参加しました。 

 ４つの班に分かれていて、すでに設置してあるブース ①受付②発熱者、高齢家

族、乳児家族の個別テント③屋外、屋内のトイレ それぞれの良い点、改善すべき

事をグループでチェックしました。 

 最後に広くて寒い集会室で、震えながら（これも避難所体験の１つかも）ミーテ

ィング発表会がありました。 

 集会室ではグループに 1 日分の新聞紙、ゴミ袋２枚、養生テープが配られ、２人

分だけの防寒服を作ることもしました。さて、誰をどのような理由で選んだかも大

切な発表の１つです。 

 最高齢、痩せ気味、いろいろでした。寒いのを理由にしてはいけませんが、頭が

回らず緊張しっぱなしの２時間でした。 

 この経験を元に、大湫コミュニティーで避難所を設定することを想定したら、は

たと困りました。 

大杉倒木時の夜中の避難、避難所の設営情報がとれない、連絡がつかない、朝ご

はんの用意などにあの時のパニックが頭を横切りました。コロナ禍だっただけにみ

んな大変でした。 

 2 月 14 日（土）には、瑞浪市産業振興センターで防災子講演会『神と妖怪から見

えないリスクに備える』が開催されました。とても珍しく、興味深い、そしてため

になる内容でした。パンフレットには「実は神や妖怪といった伝承から自然災害の

リスクが見えてくる場合もあります。」とありました。 
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写真左 個別テント 

写真右 トイレテント 

写真左 新聞紙で作った服 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1531189699/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuY2l0eS5jaGliYS5qcC9zb211L2Jvc2FpL2ltYWdlcy9qaXNodWJvdS5qcGc-/RS=%5eADBoNe5KCqt_w5URBpzzQIpazMcZ94-;_ylt=A2RivclCyEJbcCMACg6U3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1576899258/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zYmsub3IuanAvaWxsdXN0Lw--/RS=%5eADBp8A565C7ZN7ApLJQA5xiebkLFu8-;_ylt=A2Riva86Qfxdm3oAHQ2U3uV7
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主任児童委員、民生委員からのご挨拶 

 

今年度から主任児童委員をやらさせて頂く事になりました。 

行事に参加しながら、子供達とふれあえる時間を自分なりに作っていきたい

と思っています。 

不慣れで行き届かない所があると思いますが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

おたずねしたり、訪問などする事もあります。その時にはご協力をよろしくお

願いします。 

大内富時子 

 

令和７年 12 月より、足又地区の民生委員となりました足立です。 

前民生委員の奥村さんから引き継ぎ、アドバイスをいただきながら地区の皆

さんの様子を見守らせていただいております。先日「どんど」を公民館で行い

ましがが、参加する方がずいぶん減ってしまいました。皆さんが集まる機会

が少なくなり貴重なふれあいの場なのですが。気候や体調・高齢者が増え子

供が減少したことなど、様々な理由があると思います。民生委員として出向い

て声を掛けさせていただくことの必要性を感じた 1 日でした。 

 初めての経験で力不足ではありますが気負い過ぎず、一歩一歩、歩みを進め

て行きたいと思っていますので、皆さんも気軽に声を掛けていただけたら幸

いです。よろしくお願いいたします。 

 足立きみ子 

 

民生委員として 

12 月 1 日付で三浦さんの後任として引き継ぐことになりました。無力では

ありますが、これからの研修を受けて学んでいきます。地域の皆様に寄り添

い、つなぎ役として声を掛けていただけるよう務めていきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

板橋京子 
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大登の森湿地の保全活動 

2 月 15 日に、旧岳見高原キャンプ場跡地にある庄次郎池と周辺に広がる湿地の保全活動を

行いました。 

この地には、かつてサギソウ・シラタマホシクサ・ミカワバイケイソウ・ヘビノボラズ等

絶滅の恐れがある湿地植物が自生していましたが、近年は周辺の林から侵入した樹木に覆

われてかろうじて命をつないでいる状況でした。 

このままでは大湫からサギソウをはじめ湿地植物が消えてしまう、そう考えた我々は何と

かこの場所だけでも最後の砦として将来にわたって、残し伝えていきたいと思うようにな

りました。 

そこで、今回地権者の森林組合の理解と協力を得て侵入樹木の伐採除去作業を行いまし

た。そうすることで日当たりを確保し環境の改善を図りました。 

作業には町外からも有識者の応援があ

り、的確なアドバイスをいただき心強い

ばかりでした。まだまだこれから、この

場所を守り見つめていきたいものです。 

最後に、作業に加わっていただいた森林

組合理事の皆さん・釜戸町の大畑さん・

大阪大学大学院の佐伯先生・纐纈区長会

長さんありがとうございました。 

大湫自然保全委員会一同 (文責 林) 
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2 月のひよも 

 

『福は内 鬼は外 バラッパラ パラパラ 豆の音 鬼はこっそり逃げてゆく』 

鬼の何とも言えない愛らしい姿が浮かんでくるこの歌を、豆を撒きながら歌

いました。そして、高齢者にかかせない脳や腎臓を刺激する簡単な運動と準

備体操を兼ねて行いました。 

昨年の 2 月のひよもは、まさかの雪でお休みでした。２年分の気力を合わせ

たゲーム「鬼返しゲーム」をおこないました。どんなゲームかは、私の下手な

説明より写真の如くです。大きな声で、「はい、福は内、鬼は外」結果順位

は、ともあれみんなで楽しむ。大きな声を出す。体を動かす。集中する。ワイ

ワイガヤガヤ一緒に時を過ごすことが何よりの活力となります。これだけで

一年若返るような気がします。あれよあれよという間に終了し、お疲れ様で

した。 

大竹悦子 
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介護予防教室「元気はつらつ塾」参加者募集！ 

当教室では、認知症予防やフレイル予防に効果的な脳トレ運動を行ってい 

ます。簡単で誰でも安心してできる内容なので、運動が苦手な方でも気軽 

に参加できます。体を動かしながら脳を活性化させ、心身の健康を保ちま 

しょう。 

 日にち 4/27・5/18・6/1・7/6・8/3・9/7・10/5・11/2・12/7・2/1・

3/1 計 11 回コース（いずれも月曜日） 

 時 間 13 時 30 分～14 時 30 分 

 場 所 釜戸コミュニティーセンター 多目的ホール 

 対 象 65 歳以上の方で、大湫町・釜戸町にお住まいの方 

 定 員 20 名（予約制） 

 内 容 作業療法士とフィットネスインストラクターによる頭と体を

使った楽しくできる運動 

 参加費 無料 

 持ち物 当日の血圧・体温を測定し記入した血圧手帳。（メモでも可） 

飲み物（水分補給用）、フェイスタオル 

 申込期間 ３月９日から受付開始です。※定員に達し次第、締め切ります。 

＊運動の可否について主治医にご相談ください。 

＊警報発令時は中止（個別連絡なし） 

◎予約・問い合わせ    瑞浪北部地域包括支援センター ☏63-1015 
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≪冬景色の丸森≫ 

≪バレンタインデー≫ 

 

 

 

 
□丸森の企画 
・お雛様展示 ~4 月 3 日 
伝統と歴史あるお雛様を、是非見に来て
ください。 
素朴で温かみのあるお雛様です。 
また、3 月 28 日(土)にはぜんざいサー
ビスデーです。今年も温かいぜんざいを
食べに来ませんか  
10:00~15:00 無くなり次第終了です。 

 
朝、丸森の部屋の中の気温はマイナ
スの日が幾日もあり「寒い、寒い」
と何度口にしたことでしょう。 
1 月~2 月、雪掻きを七日ほどしまし
た。 雪化粧した丸森もなんとなく風
情があります。2 月中頃からふわっ
とした空気の流れを感じ、丸森の庭
にある梅の花もつぼみがふくらみ 
開花の時期ももうすぐです。 
 
2月 14日(土)バレンタインデーチョ
コチョッピリプレゼント 

 
□豆知識・雑学”ウグイス（鶯）” 
・「ホーホケキョ」と大きな声でさえずるウグイス 

ウグイスはすずめ目ウグイス科ウグイス属に分類される鳥です。 山梨県と福岡県

の県鳥だそうです。 

来場者数 
 町 外 町 内 

外国関係 合計 
大人 幼小中高 大人 幼小中高 

1 月度 98 人 2 人 22 人 2 人 1 人 125 人 

2/15 日迄 90 人 0 人 20 人 2 人 5 人 112 人 

  R7,4 月～ 5,483 人 オープン～ 65,642 人 前年同月比 66% 

 

2026（令和 8）年 3 月 

丸森だより 
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公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 
 ご卒業おめでとうございます。 
大湫町在住で、この 3 月に卒業される方々です。 

 
高等学校卒業 足立 結香さん（足又区） 
小学校卒業  秋山 千歩さん（北区）  
 
                       すぎにゃん 

 リ・アップ “ひよも”  

《3 月のひよもの活動》   

『おひな祭り・あしぶみラダー』  

日 時：3月 4日（水）10:00～11:30頃迄 

場 所：公民館講堂 

 

     
オススメ！！大湫分室の本  

『今さら聞けない 神社の超基本』 

渋谷 申博/監修 朝日新聞出版/出版 

実は私たちの暮らしに深く結びついている神社。 

緒の本を読んで、改めて参拝してみてはどうでしょう。 

 1月の利用者数： 9人 貸出冊数： 15冊 

 デマンド交通 

1 月利用者（大湫～日吉東部） 

23便 延 29名（稼働率 20.2 ％） 

 

 〇横井照子ひなげし美術館 企画展 

     「横井照子 山を観る、風を聴く。」展 

会期：2026年 2月 18日（水）～2026年 7月 20日（月・祝） 

場所：横井照子ひなげし美術館（恵那市大井町 2632-105） 

料金：大人 400 円、小・中・高校生 300円 

2名まで入場出来る無料招待券が１枚有ります。                       

公民館までどうぞ 

 青色回転灯防犯パトロール   

3 月のパトロール予定者 

上旬：須山 秀樹・棚橋 雅美 

下旬：桐井 繁・片岡 紀仁 

皆さん、たくさん利用し

て下さい。 
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区
長
日
記 

 
3
月
1
日
（
日
）
か
ら
7
日
（
土
）
ま
で
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
の
期
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
気
象
状
況
と
な
り
ま
す
。
広
報
み
ず
な
み
1
月
号

で
は
、
林
野
火
災
の
予
防
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
し
て
「
林
野
火
災

注
意
報
」
「
林
野
火
災
警
報
」
の
運
用
に
つ
い
て
の
掲
載
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
、
発
生
し
た
岩
手
県
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

を
受
け
、
全
国
的
に
運
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
林
野
火
災
警
発
令
時
、

た
き
火
な
ど
制
限
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
罰
則

が
あ
り
ま
す
。
林
野
火
災
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
的
要
因
に
よ

る
も
の
で
す
。
特
に
大
湫
町
は
山
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
山
火

事
は
厳
禁
で
す
。
火
災
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

2
月
1
日
（
日
）、
JR
東
海
岐
阜
西
工
事
事
務
所
か
ら
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
説
明
会
は
昨
年
6
月
3
日
に
開
催
さ

れ
て
以
来
の
も
の
で
、
連
日
、
厳
し
い
冷
え
込
み
が
続
く
中
、
町
内

か
ら
は
41
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
JR
東
海
か

ら
、
昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
た
、
北
・
西
区
の

各
戸
へ
の
個
別
訪
問
で
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
全
体
説
明
会
や
岐
阜

県
環
境
影
響
評
価
審
査
会
地
盤
委
員
会
に
お
け
る
説
明
を
し
た
う

え
で
の
意
見
を
集
約
し
た
も
の
で
し
た
。
1
．
水
位
回
復
に
つ
い
て 

2
．
水
資
源
の
確
保
等
と
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

3
．

補
償
に
つ
い
て 

4
．
今
後
の
調
査
・
工
事
の
等
の
進
め
方
に
つ
い

て 

か
ら
な
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
「
特
に
意
見
は
な
い
」
と

回
答
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら
し
た
の
も
事
実
で
す
。 

さ
て
、
今
年
の
5
月
に
な
り
ま
す
と
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
中
断
し

て
か
ら
丸
2
年
と
な
り
、
3
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
全
体
説
明
会
で
当
初
か
ら
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
、
深
井
戸
問
題
も
昨
年
12
月
に
掘
削
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
先
月
に
は
消
防
セ
ン
タ
ー
の
床
も
応
急
補
修
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
1
月
の
新
聞
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
「
リ
ニ
ア
工
事
補
償
で
締

結
」
の
見
出
し
が
あ
り
、
静
岡
県
と
JR
東
海
が
工
事
着
工
に
向
け
た

記
事
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
湫
町
の
問
題
と
比
べ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
こ
れ
か
ら
も
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き

な
の
か
、
い
や
も
う
補
償
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、

環
境
問
題
は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
な
ど
、
大
き
な
分
岐
点
に
差
し
掛
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か
っ
た
全
体
説
明
会
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

14
日
（
日
）
瑞
浪
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
第
2
回
総
会
が
市

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
大
湫
町
か
ら
は
青
少
年
の

育
成
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
玉
置
憲
政
さ
ん
、
三
浦
順
三
さ
ん
に

市
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
子
ど
も
達
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

纐
纈 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
月
1
日  

JR
東
海
全
体
説
明
会 

 
 
 

2
日  

消
防
セ
ン
タ
ー
修
繕
立
ち
合
い 

 
 
 

6
日 

区
長
会
・
幹
事
会 

 
 
 

7
日 

JR
東
海
個
別
説
明
会 

12
日 

景
観
審
議
会 

 
 
 
 

消
防
セ
ン
タ
ー
修
繕
結
果
確
認 

 
   

14
日 

瑞
浪
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
第
2
回
総
会 

 
   

18
日 

公
民
館
・
丸
森
運
営
委
員
会 

 

28
日 

R6
年
度
連
合
自
治
会
OB
会 

 

林野火災注意報・林野火災警報の運用について    令和 8 年 1 月 30 日 

                                       連合自治会資料 

 

令和 8 年 1 月 1 日から、新たに林野火災注意報と林野火災警報の運用が始まっています。これは、昨年発

生した岩手県大船渡市の林野火災を受け、全国的に運用されるものです。林野火災注意報・林野火災警報

の発令時には、以下の通り屋外での火の取り扱いが制限されます。なお、林野火災警報発令時、制限に従

わない場合には、消防法に基づき、罰則もありますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

林野火災注意報・警報発令時は、防災行政無線、市ホームページでお知らせしておりますので、ご確認い

ただきますようお願いします。 

【林野火災注意報の発令基準】 
1 月から 5 月の期間において、以下の（１）又は（２）のいづれかの条件に該当する場合 

（１） 前 3 日間の合計降水量が 1ｍｍ以下かつ前 30 日間の合計降水量が 30ｍｍ以下 

（２） 前 3 日間の合計降水量が 1ｍｍ以下かつ乾燥注意報が発表 

＊ただし、当日に降水が見込まれる場合や積雪がある場合はこの限りではありません。 

【林野火災警報の発令基準】 
1 月から 5 月の期間、林野火災注意報の発令基準に加え、強風注意報が発令された場合 

＊上記期間以外でも、特に火災危険があると認める場合に発令することがあります。 

【発令時の制限事項】 
① 山林、原野等において火入れをしないこと。 

② 煙火を消費しないこと。＊煙火とは花火の事。 

③ 屋外において火遊び又はたき火をしないこと。＊野焼きは法律で禁止されています。 

④ 屋外においては、引火性または爆発性の物品、その他の可燃物の付近で喫煙をしないこと。 

⑤ 山林、原野等の場所で火災が発生する恐れが大と認めて市長が指定した区域内において喫煙しないこ

と。 

⑥ 残火（たばこの吸い殻を含む。）、取灰又は火粉を始末すること。 

＊制限について注意報発令時には「努力義務」が、警報発令時には「義務」が課せられます。 

                            問合せ 消防本部 予防課 ☏68-2001 



 

２７ ２６ ２５ ２２ ２１ ２０ １５ １２ ９ ８ ６ ５ ４ 日 

令
和
八
（
２
０
２
６
）
年
三
月
行
事
予
定 

金 木 水 日 土 金 日 木 月 日 金 木 水 曜 
連
合
自
治
会 

広
報
委
員
会 

釜
戸
小
学
校
卒
業
式 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

大
人
の
社
会
見
学 

㊗
春
分
の
日 

雄
白
稲
荷
初
午
祭 

町
民
ゴ
ル
フ
大
会 

財
産
区
会
議 

春
季
奉
仕
作
業
・
各
区
総
会 

北
中
学
校
卒
業
式 

区
長
会
・
幹
事
会 

確
定
申
告 

転
入
対
策
委
員
会 

リ
・
ア
ッ
プ
ひ
よ
も
「
お
ひ
な
祭
り
・
あ
し
ぶ
み
ラ
ダ
ー
」 

予

定 

不燃ゴミ：３／５（木）  資源ゴミ：３／１９（木） 

  

 

 

    ダイモク 

編
集
後
記 

 

衆
議
院
選
挙
も
終
わ
り
、
令
和
八
年

度
が
ど
ん
な
年
に
な
っ
て
い
く
の
か

注
目
で
す
。 

連
日
持
ち
盛
り
上
が
っ
た
冬
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
春

の
到
来
で
す
。 

こ
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
穏
や
か
な
日
々

が
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｕ 

編 集 発 行：大湫町コミュニティ推進協議会 広報委員会 

2026（令和 8）年 3 月 1 日  瑞浪市大湫町 421-1  ☏0572-63-2360 

http://okute-shuku.jp 

表紙写真 

丸森の雛飾り 


